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市
は
「
長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
一
環
と
し
て
、
新
し
い
技
術
で
業
務

を
効
率
化
し
よ
う
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
※
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
パ
ソ
コ
ン
上
の
定
型
作
業

を
自
動
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
す
。

市
で
は
昨
年
の
９
月
か
ら
11
月
ま
で
試

験
導
入
し
、
６
課
25
業
務
で
約
２
、０

０
０
時
間
の
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
健
康
診
断
の
名
簿
や
結
果
通
知
書
を

作
成
す
る
業
務
で
は
、
シ
ス
テ
ム
へ
の

取
り
込
み
や
デ
ー
タ
作
成
を
Ｒ
Ｐ
Ａ
で

自
動
化
。
年
間
１
１
７
時
間
の
作
業
時

間
の
削
減
に
よ
り
、
保
健
師
の
地
区
活

動
な
ど
で
よ
り
き
め
細
か
な
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
総
務
省
の
調
査
で
は
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
（
実
証
実

験
を
含
む
）
し
て
い
る
市

区
町
村
は
全
国
で
ま
だ
４

％
弱
。
報
告
会
で
磯
田
市

長
は
「
業
務
を
効
率
化
す

る
こ
と
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ

た
い
」
と
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
結
果
を
受
け
、

今
後
、
本
格
導
入
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

全国でも先進的な取り組み
業務効率化へ、
“ＲＰＡ”を試験導入

問イノベーション推進担当Ｔ39・2364

職員による成果報告会
（１月10日、アオーレ長岡）

※ＲＰＡ…Robotic Process Automationの略。パソコン上の
定型作業を自動化するソフトウエア

　
学
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ

れ
る
起
業
を
支
援
す
る
〝
学
生
起

業
家
創
出
モ
デ
ル
事
業
〞
の
第
１

号
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
起
業
し
た
の
は
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
の
学
生
と
出
身
大
学
生
。

産
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
関
節
部
分
な
ど

に
使
わ
れ
る
〝
サ
イ
ク
ロ
イ
ド
減

速
機
〞の
新
技
術
を
元
に「
拾じ

ゅ
う

壱い
ち・

ビ
ッ
グ
ス
ト
ー
ン
株
式
会
社
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
社
長
は
機
械
工

学
科
５
年
の
大
石
克
輝
さ
ん
が
務

め
ま
す
。
市
は
開
業
費
を
支
援
し

ま
し
た
。

　
減
速
機
と
は
、
少
な
い
回
転
数

で
効
率
的
に
大
き
な
力
を
生
み
出

す
モ
ー
タ
ー
に
付
け
る
装
置
で
、

同
社
は
構
造
や
歯
車
の
形
状
を
変

え
た
こ
と
で
高
い
強
度
と
小
型
・

軽
量
化
を
実
現
。従
来
は
難
し
かっ

た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
家
電
な
ど
の

小
型
製
品
に
も
応
用
で
き
、
特
許

を
出
願
中
で
す
。
大
手
メ
ー
カ
ー

と
の
共
同
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
９
日
に
Ｎナ

デ

ッ

ク

ａ
Ｄ
ｅ
Ｃ 

Ｂベ

ー

ス

Ａ
Ｓ
Ｅ
（
大
手
通
２
）
で
開
い

た
会
社
設
立
発
表
会
で
大
石
さ
ん

は
「
会
社
設
立
や
開
発
で
、
学
校
、

企
業
、
銀
行
、
市
役
所
な
ど
長
岡

の
み
な
さ
ん
か
ら
応
援
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
長
岡
を
け
ん
引
で
き

る
よ
う
な
、
誰
も
が
知
る
ロ
ボ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
市
は
引
き
続
き
、
新
た
な
起
業

へ
の
支
援
や
新
し
い
技
術
の
導
入

で
産
業
・
経
済
を
活
性
化
す
る

「
長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課
Ｔ
39

・
２
４
０
２

前列が同社製作の減速機の部品
とそれを搭載したモーター（左
下は１円玉）。後列が従来品

会社を設立した学生たち（左から２人目が
社長の大石さん）とサポートをした長岡高
専の村上祐貴准教授（中央）長岡高専生、

ロボット技術で
長岡版起業モデ

ル

第１号に！

誰もが知るロボッ
トメーカーを目指

す！

長岡高専が廃炉創造ロボコンで大臣賞
　長岡工業高等専門学校が、昨年12月に開催さ
れた福島第一原発の廃炉のための技術を競う
「廃炉創造ロボコン」で最優秀賞の文部科学大
臣賞を受賞しました。
　出場した16チームで唯一すべての課題をクリ
アした同校チーム。磯田市長への受賞報告会で
「自分たちの技術が認められ自信につながりま
した」と喜びを語りました。（１月11日）

トピッ
　クス

支援学校生の“進路”で連携強化
　高等総合支援学校の生徒一人ひとりの個性に
合わせた進路を支援するため、44の福祉事業所
や同校の職員による連絡会議を行いました。
　グループワークでは、障害の重い生徒が卒業
後に利用する事業所の受け入れ体制、不登校や
複雑な家庭環境にある生徒への対応、就労の定
着に向けた事前実習などで連携を強化するため、
活発に意見が交わされました。（12月25日）

市発注工事に関する
不祥事のお詫び

職員一人ひとりの
公務員倫理の徹底へ
再発防止策を実施します

問人事課Ｔ39・2201

■再発防止への主な取り組み
○職員不正行為再発防止検討委員会の設置
　【検討事項】
　・職員の公務員倫理保持のための指針
　・職員と利害関係者との間のルール
　・情報管理の在り方
○�外部講師による、法令順守の意識向上を図る職員
研修の実施

不
祥
事
の
お
詫
び

　

１
月
18
日
、
市
職
員
が
公
共
下
水
道
の
市
発
注
工
事
に
関
し
、

入
札
談
合
等
関
与
行
為
防
止
法
に
違
反
し
て
、
入
札
に
関
す
る
情

報
を
漏
え
い
し
た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
招
き
市
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
警
察
の
捜
査
の
進
展
を
見
極
め
な
が
ら
再
発
防
止
策
を

講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
職
員
一
人
ひ
と
り
が
公
務
員
倫
理
を
徹
底
し
、
一
丸
と
な

っ
て
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
長
岡
市
長
　
磯
田
　
達
伸

▶
磯
田
市
長
が
職
員
に
対
し
、
再
発

防
止
と
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す

よ
う
訓
示
し
ま
し
た
（
１
月
21
日
）

　市はこのたびの不祥事を重く受け止め、二度とこのよう
なことを起こさない、起こさせない強い決意で、再発防止
策を実施していきます。
　弁護士をアドバイザーに入れた職員不正行為再発防止検
討委員会の設置、外部講師による職員研修の実施などによ
り、全職員の公務員倫理の徹底、厳正な服務規律の確保を
図っていきます。


